
 

 

 

 

初任給を引き上げた事業所は 57.5％ 

初めて「引き上げた」が「据え置いた」を上回った 

水準は大学卒（総合職･事務系）20万4,243円、高校卒（総合職･事務系）16万6,492円 

■調査要項 

 調査目的 新規学卒者の初任給の実態と動向を把握し、今後の初任給対策の参考とするため。 

調査時期 2020 年 5 月 7 日から 5 月 20 日。 

調査対象は、当協会会員企業 408 社。73 社から回答をいただいた（回収率 18%）。 

■回答企業内訳 

 ・製 造 業･･･40 社（54.8%） ・非製造業･･･33 社（45.2%）  

 ・規模別内訳 

 

 

 

 

１．【初任給の改定状況】 

・2020 年 4 月入社者の初任給を「引き上げた」事業所は 57.5％で、前年度調査の 34.2％から 23.3

ポイントの大幅な増加となった。 

・調査開始後の確認できるデータ（2001 年以降）で、初めて「引き上げた」が「据え置いた」を上

回った。 

２．【初任給の水準】 

・2020 年度の学歴別の初任給額を（A コース：総合職・事務）で見ると、大学院卒 22 万 1,867

円、大学卒 20 万 4,243 円、高校卒 16 万 6,492 円であった。 

・対前年初任給と比較した上昇率は、大学卒、短大卒、専門学校卒で 2％超となった。 

 

結 果 概 要                                 

１．2020 年度の初任給の改定状況 

 回答があった事業所の昨年実績と

比較すると、初任給を「据え置いた」

事業所は 31社・42.5%（昨年 46社・

63.0%）であった。 

 一方、初任給を「引き上げた」事業

所は42社・57.5%（昨年25社・34.2%）

で、引き上げ額については 700円か

ら 18,000円の幅だった。 

 初任給を「引き下げた」事業所は

なかった（昨年 2社・2.7%）。 
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２．決定初任給の水準 

 決定初任給の水準を学歴別にみると、事務系のAコース（総合職・勤務地非限定・基幹的職務コース）の場合、大学

院卒 22万 1,867円、大学卒 20万 4,243円、短大卒 18万 2,126円、専門学校卒 18万 1,280円、高校卒 16万

6,492円であった。 

 前年度初任給と比較した上昇率は、大学院卒0.88％、大学卒2.00％、短大卒2.11％、専門学校卒2.27％、高

校卒0.46％で、大学・短大・専門学校卒で2％超の上昇幅となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 2020 年４月入社の決定初任給と 2019 年４月入社の決定初任給との比較】 

（単位：円） 【 2020 年４月入社の決定初任給（従業員規模別） 】 

（単位：円） 



（単位：円） 

（単位：円）  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．試用期間について 

 試用期間を「あり」とする事業所は 66社で、試用期間については、「3か月」が 45社で最も多く、次いで

「6か月」が 13社、「2か月」が 6社、「1か月」「4 か月」がそれぞれ 1社となった。また、「なし」とす

る事業所は 7社であった。 

【 2020 年４月入社の決定初任給（業種別） 】 

 

 

【 和経協初任給調査の推移（2016 年～2020 年） 】 


